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１．研究開始当初の背景・動機 
 1995IPCC 科学報告書では、シベリアは
世界最大の二酸化炭素吸収源と規定してい
た。しかし、火災や伐採などの攪乱の影響
を考慮すると、吸収源から放出源に転じて
いる可能性があると予測された。 またシ
ベリア永久凍土とタイガは共生関係にあり、
攪乱は永久凍土の大規模融解を引き起こす。 
 こうした一連の過程で温暖化を加速させ
るということが懸念されていた。 
 
２．研究の目的 
 シベリアタイガでの攪乱が永久凍土の融
解を引き起こし、また二酸化炭素収支の変
動とメタンガス放出を促すプロセスを明ら
かにし、将来の温暖化への影響予測に役立
つパラメターを提供する。 
 
 
３．研究の方法 
 東シベリアヤクーツクのタイガ内に攪乱
と不攪乱箇所にキャノピーを超える観測タ
ワーを設置し、水・熱・二酸化炭素収支の
連続モニタリングを行った。 それに必要
となる機器（CO2/H2O ナナライザー、超
音波風速計、土壌水分計）を購入した。 
 毎年 4 月末に現地入りし、2 本のタワー
を設置して 10 月までの連続観測を実施し
た。 更にオープントップチャンバー法に
より土壌呼吸の連続観測を行った。 
 永久凍土融解過程をモニタリングするた
めに、対象サイトでボーリング調査を毎年
実施した。 

４．研究の主な成果 
 
まず観測地のタワー設置状況を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これは IKONOS 衛星画像で示す観

測地点で下部の長方形部分は人為的に 
伐採した後である。この前後での二酸
化炭素収支の変動を以下の図に示す。 
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研究の概要 
 シベリア地域では森林火災などの攪乱により二酸化炭素が大気に放出され、また永久
凍土の融解によるメタンガスの放出が発生している。 その結果更なる地球温暖化を促
進する可能性がある。 こうした相互関係を定量的に現地観測で明らかにした。 
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４．〔研究の主な成果（続き）〕 
 図左では伐採前には NEP として 86mg
／m2・day の二酸化炭素が森林に吸収され
ていた。 しかし伐採後には日射の増加で
地中温度が上昇し、土壌中の有機物分解が
促進されて大気側への二酸化炭素の放出に
転じた。 
 更に攪乱で地表面での熱収支バランスが
乱れ、永久凍土の上部での融解が進行した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その結果地中への伝達熱が増加し永久凍土
は約 10％より深くまで融解した。 こうし
た融解では上部に含まれるメタンガスの放
出を促す。 サイト周辺での永久凍土中の
温暖化効果ガス濃度分布を以下の図に示す。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このような攪乱によって温暖化を加速させ
るというシナリオを得た。 
 
温暖化加速のシナリオ 

５．得られた成果の世界・日本における位
置づけとインパクト 
 一連の現地観測の結果から、IPCC の第
4 次科学報告書へシベリアタイガが攪乱に
より、二酸化炭素やメタンガスの放出源化
している裏付けを提示した。 
 従来の温暖化効果ガス発生源についての
観測空白域を埋めることが出来た。 
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